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振動関係英文論文における研究動向(第 2報)

一一キーワ-rによる Shockand Vibration Digestの分析ーー
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文献調査分科会では.情報収集のーっとして Shockand Vibration Digestを

諸説している.最近の研究動向を調査するため 1991隼. 19四年の論文全体と.

1999年については [-8月分について.キーワードによる分析を行なった.分

類.3IJでは理諭解析、橿誠要素.握動現象、デバイス等が多い.ダンピングに

ついては 1991年 12位. 1998年 l日位、 1999年 9位と増加傾向にある.
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1.はじめに

文献調査分科会では.文献情報収集のーっと

して. Shock and Vibration Digest (踊月発行)

を議議している. 1991年 1月-ll月 発 行 (Vo 1. 

29.h.I-6) • 19四年発行 (Vo1.3日.No.I-6)

および 1999年発行(V四1.31.110.1-4)について

キーワ-rによる分析を試みた.目的は.どの

分野についての誼文が多〈発表されているかを

謂ぺ.世界の援勤に関する研究動向を把握する

ことにある.

議文猿は 1991年が 1616鑑、 1998年が 1111鍾で

あるが. 1999隼は 8か月で 1200舗であった.ま

たキーワー Fについては 1991年が8292語. 1998 

年が8589語、 1999年は 6182語であった.これは

諭文 1量当たりのキーワード蛍が4.8語である

ことを示している.

2.蜜重量聞係英文治文全体

全体の状況をTab.1に示す.表中の傾向は自白

文殻の煙滅を示す.土2まではほぼ同じとして4

で示している.ただし 1991. 1998年が 1年閣の

誼文段であるのに対し. 19四年は 8か月聞の論

文置であるから、時はすに.またιのものの一

都も 4 または Tに転ずる可鐙性がある. 19四年

を1.5倍して考えると.全体の治文書聖は増加し

ていると見ることができる.
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諭文であるから理語解折が多いのは当怨であ

るが、振動現象も多い.ダンピングは 12位. 1日

位. 9位と多〈なり.音響関係は 14位から8位

10位と増加して安定したようである.英文論文

は米圏の論文が多いので、航空・宇宙・兵器関

連が多いであろうと思われたが、実体はそれほ

どでもない.ただ、ダンピングに関しては.航

空・宇宙関係は多〈見られるが.自動車には及

ばない.

次に.当研究会で特に関心が待たれているダ

ンピング、音響、輸送犠器{除航空・宇宙・兵

器)および土木・建築関係について見てみるこ

とにする.

3 .ダンピング

Tab.2 ，こダンピング関係論文を示す.本来デ

バイスに入れるべきと思われるアプソーパ.ダ

ンバ怠よぴスナッパ等もここへ入れている.ダ

ンピングのキーワードが多いのは当然であるが.

注目すべきものはフリクションである.今回は

アプソーパと同じ 3位となゥた.

結型車性材料芯よぴ性質については. 91年 6件

98隼 5件であったが.四年は 7件と増加した.

4.音・

昨年までと間程多くの治文が発表されている

が . キ ー ワ -rではノイズリダクシ g ンが多い.
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